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概要

データ圧縮によって、ネットワーク リンクを介して送信されるデータ フレームのサイズが縮小さ
れます。フレーム サイズを削減すると、ネットワーク全体でフレームを送信するために必要な時
間が短縮されます。データ圧縮によって、伝送リンクの両端で符号化方式が提供され、これによ
り、リンクの送信側で文字をデータのフレームから削除し、次に受信側で正しく置き換えること
ができます。凝縮されたフレームは帯域幅が少なくて済むため、一度に多くのボリュームを送信
できます。

ここでは、無損失圧縮アルゴリズムとしてインターネットワーキング デバイスで使用されるデー
タ圧縮方式を参照します。これらの方式では、元のビット ストリームが劣化または損失なしで正
確に再現されます。この機能は、ネットワークを介してデータを伝送するために、ルータおよび
その他のデバイスに必要です。インターネットワーキング デバイスで最も一般的に使用されてい
る 2 つの圧縮アルゴリズムは、スタッカ圧縮アルゴリズムとプレディクタ データ圧縮アルゴリズ
ムです。

はじめに

表記法

ドキュメント表記の詳細は、『シスコ テクニカル ティップスの表記法』を参照してください。

前提条件

このドキュメントに関しては個別の前提条件はありません。
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使用するコンポーネント

このドキュメントの内容は、特定のソフトウェアやハードウェアのバージョンに限定されるもの
ではありません。

データ圧縮

データ圧縮は、ハードウェア圧縮とソフトウェア圧縮に大別できます。さらに、ソフトウェア圧
縮には、CPU インテンシブまたはメモリインテンシブの 2 つのタイプがあります。

スタッカ圧縮

スタッカ圧縮は、Lempel-Ziv 圧縮アルゴリズムに基づいています。スタッカ アルゴリズムは、文
字の連続ストリームをコードに置き換える、エンコードされたディクショナリを使用します。こ
れにより、コードによって表される記号がディクショナリ形式のリストでメモリに保存されます
。データが変化するとコードと元の記号の関係が変化するため、このアプローチはデータの変化
により敏感です。多くの異なるアプリケーションがどの時点においても WAN 経由で送信できる
ため、この柔軟性は LAN データで特に重要です。また、データが変化すると、ディクショナリも
対応して変化し、トラフィックの様々なニーズに適応します。スタッカ圧縮は、CPU への負担は
大きい一方、メモリへの負担は少なくなります。

スタッカ圧縮を設定するには、インターフェイス コンフィギュレーション モードから compress
stac コマンドを発行します。

プレディクタ圧縮

プレディクタ圧縮アルゴリズムは、インデックスを使用して圧縮ディクショナリ内でシーケンス
を検索することによって、データ ストリーム内の文字の次のシーケンスを予測しようとします。
次に、データ ストリーム内の次のシーケンスを調べて、一致するかどうかを確認します。一致す
る場合、そのシーケンスは、ディクショナリ内の検索されたシーケンスに置き換わります。一致
するものがなければ、アルゴリズムはインデックス内で次の文字シーケンスを検索し、プロセス
が再び開始されます。インデックスは、最新の文字シーケンスのいくつかを入力ストリームから
ハッシングすることによって、それ自体を更新します。すでに圧縮されているデータを圧縮する
のに時間を費やすことはありません。プレディクタを使用して取得された圧縮率は、他の圧縮ア
ルゴリズムに完全に匹敵するわけではありませんが、使用可能な最速アルゴリズムの選択肢の 1
つではあります。プレディクタは、メモリへの負担は大きく、CPU への負担は小さくなります。

プレディクタ圧縮を設定するには、インターフェイス コンフィギュレーション モードから
compress predictor コマンドを発行します。

Cisco インターネットワーキング デバイスは、スタッカおよびプレディクタのデータ圧縮アルゴ
リズムを使用します。圧縮サービス アダプタ（CSA）は、スタッカ アルゴリズムのみをサポー
トしています。スタッカ方式は、サポートされているどのようなポイントツーポイント レイヤ 2
カプセル化でも動作するため、汎用的と言えます。プレディクタは、PPP および LAPB のみをサ
ポートします。

Cisco IOS のデータ圧縮

業界標準の圧縮仕様はありませんが、Cisco IOS® ソフトウェアは、Hi/fn Stac Limpel Zif
Stac（LZS）、プレディクタ、Microsoft ポイントツーポイント圧縮（MPPC）などの、複数のサ



ードパーティ圧縮アルゴリズムをサポートしています。 これらは、接続ごとまたはネットワーク
トランク レベルでデータを圧縮します。

圧縮は、パケット全体、ヘッダーのみ、またはペイロードのみで行うことができます。これらの
ソリューションの成果は、圧縮率とプラットフォームの遅延によって容易に測定できます。

Cisco IOS ソフトウェアは、次のデータ圧縮製品をサポートしています。

FRF.9、フレーム リレー圧縮用●

LZS を使用した Link Access Procedure, Balanced（LAPB; 平衡型リンク アクセス手順）ペ
イロード圧縮または LZS を使用したプレディクタ High-Level Data Link Control（HDLC; ハ
イレベル データ リンク制御）

●

カプセル化されたトラフィックの X.25 ペイロード圧縮●

LZS を使用したポイントツーポイント プロトコル（PPP）、プレディクタ、および
Microsoft ポイントツーポイント圧縮（MPPC）。

●

ただし、圧縮は必ずしも適切ではない場合があり、次のような影響を受ける可能性があります。

標準なし：Cisco IOS ソフトウェアは複数の圧縮アルゴリズムをサポートしていますが、そ
れらは独自であり、必ずしも相互運用可能ではありません。注：圧縮トランザクションの両
端で同じアルゴリズムがサポートされている必要があります。

●

[データ型（Data Type）]：同じ圧縮アルゴリズムでも、圧縮中のデータのタイプに応じて、
圧縮率が異なります。特定のデータ型は本質的に他のデータ型よりも圧縮率が低く、最大 6:1
の圧縮率を実現できます。シスコは保守的に、Cisco IOS の圧縮率を 2:1 で平均化します。

●

すでに圧縮されているデータ：JPEGファイルやMPEGファイルなど、すでに圧縮されている
データを圧縮しようとすると、圧縮を行わずにデータを転送するよりも時間がかかることが
あります。

●

プロセッサの使用：ソフトウェア圧縮ソリューションは、ルータの貴重なプロセッサ サイク
ルを消費します。ルータは、管理、セキュリティ、プロトコル変換など、その他の機能もサ
ポートしている必要があります。大量のデータを圧縮すると、ルータのパフォーマンスの速
度が低下し、ネットワーク遅延が発生する可能性があります。

●

最も圧縮率が高いのは、通常、圧縮率の高いテキスト ファイルです。データの圧縮はハードウェ
ア圧縮ではなくソフトウェア圧縮であるため、パフォーマンスの低下が発生する可能性がありま
す。圧縮を設定する際は、メモリが少なく CPU の処理速度が遅い小型のシステムでは注意が必
要です。

Cisco ハードウェア圧縮

Cisco 7000 プラットフォーム

CSA は、Cisco Internetwork Operating System（Cisco IOSTM）圧縮サービスに対しハードウェ
ア支援による高性能圧縮を実行します。これは、すべての Cisco 7500 シリーズ、7200 シリーズ
、および RSP7000 が搭載された 7000 シリーズ ルータで使用可能です。

CSA は、セントラル サイトで高性能圧縮を提供します。これは、Cisco IOS ソフトウェアベース
の圧縮を使用して、リモート シスコ ルータから来る複数の圧縮ストリームを受信できます。
CSA は、RSP7000、7200、および 7500 の中央処理エンジンから圧縮アルゴリズムをオフロー
ドすることによってルータのパフォーマンスを最大限に高め、（分散圧縮を使用して）ルーティ
ングやその他の特殊なタスクに専念できるようにします。



Cisco 7200 シリーズ ルータで使用する場合、CSA はどのインターフェイスでも圧縮をオフロー
ドできます。VIP2 で使用する場合は、同じ VIP 上の隣接するポート アダプタでのみ圧縮をオフ
ロードします。

Cisco 3620 および 3640 プラットフォーム

圧縮ネットワーク モジュールは、メイン CPU から圧縮が必要な集約型処理をオフロードするこ
とにより、Cisco 3600 シリーズの圧縮帯域幅を大幅に増やします。これは、全二重の圧縮と圧縮
解除をサポートする、専用の最適化されたコプロセッサ設計を使用します。圧縮は、リンク層ま
たはレイヤ 2 で行われ、PPP およびフレーム リレーでサポートされます。

低速 WAN 圧縮は、多くの場合メインの Cisco 3600 シリーズ CPU で実行している Cisco IOS ソ
フトウェアによってサポートされています。Cisco 3620 では、この帯域幅は T1 / E1 レートを大
幅に下回り、Cisco 3640 では、T1 レートに近づきます。ただし、Cisco 3600 システムに他のプ
ロセッサ集約型タスクも実行されている場合は、これらのレートを達成できません。圧縮ネット
ワーク モジュールは、メイン CPU をオフロードして、Cisco 3620 および Cisco 3640 の両方で
圧縮帯域幅を 2 E1 全二重（2 X 2.048 Mbps 全二重）に上げながら、他のタスクを処理できるよ
うにします。 この帯域幅は、1つのチャネルまたは回線に使用することも、最大128回線に分散す
ることもできます。たとえば、E1またはT1専用回線から128のISDN Bチャネルまたはフレームリ
レー仮想回線に拡張できます。

Cisco 3660 プラットフォーム

Cisco 3660 シリーズのデータ圧縮 Advanced Integration Module（AIM）は、2 つの使用可能な
Cisco 3660 内部 AIM スロットのいずれかを使用して、外部スロットを引き続き統合アナログ音
声/FAX、デジタル音声/FAX、ATM、チャネル サービス ユニット/デジタル サービス ユニット
（CSU/DSU）、アナログ モデムおよびデジタル モデムなどのコンポーネントに使用可能にしま
す。

データ圧縮テクノロジーは、フレーム サイズを縮小することにより帯域幅を最大化して WAN リ
ンク スループットを増やすことで、より多くのデータをリンクを介して送信できるようにします
。ソフトウェアベースの圧縮機能は、フラクショナル T1/E1 レートをサポートできますが、ハー
ドウェア ベースの圧縮は、プラットフォームのメイン プロセッサをオフロードして、より高いレ
ベルのスループットを提供します。最大 4:1 の圧縮比を使用して、データ圧縮 AIM は、圧縮デー
タがフルに含まれた 4 つの T1 または E1 回線を同時に両方向で保持するのに十分な、追加のト
ラフィック遅延を発生させることのない 16 Mbps の圧縮データ スループットをサポートします
。データ圧縮 AIM は、LZS と Microsoft ポイントツーポイント圧縮（MPCC）のアルゴリズムを
サポートしています。

Cisco 2600 プラットフォーム

Cisco 2600 シリーズのデータ圧縮 AIM は、Cisco 2600 の内部 Advanced Integration Module スロ
ットを使用して、外部スロットを引き続き統合 CSU/DSU、アナログ モデム、または音声/FAX モ
ジュールなどのコンポーネントで使用できるようにします。

データ圧縮 AIM は、追加のトラフィック遅延を発生させることなく、8 Mbps の圧縮データ スル
ープットをサポートし、LZS および Microsoft ポイントツーポイント圧縮（MPCC）アルゴリズ
ムをサポートしています。


	データ圧縮について
	内容
	概要
	はじめに
	表記法
	前提条件
	使用するコンポーネント

	データ圧縮
	スタッカ圧縮
	プレディクタ圧縮
	Cisco IOS のデータ圧縮

	Cisco ハードウェア圧縮
	Cisco 7000 プラットフォーム
	Cisco 3620 および 3640 プラットフォーム
	Cisco 3660 プラットフォーム
	Cisco 2600 プラットフォーム



